8-6-5　CPD情報収集・調整専門委員会

1. 主な活動の記録
(1) CPD情報収集・調整専門委員会の開催

委員会開催回数：3回

(2) 主な内容

a) CPDプログラムアンケート調査

協会のCPD運営の実態を把握するため、支部開催の集合研修についてアンケート調査を実施しました。

調査の内容は、次のとおりである。

調査対象支部：

北海道支部、東北支部、関東支部、

北陸支部、中部支部、近畿支部、

中国支部、四国支部、九州支部

の合計9支部

調査期間：

平成18年7月24日～8月11日

アンケートの項目：

1) 平成17年度の集合研修の開催状況

2) 平成18年度の集合研修の開催予定

3) 現地でのイベント等の開催状況

4) その他要望等

2. アンケート調査結果
　　アンケート調査結果の概要は、以下のとおりである。

(1) 平成17年度の集合研修開催状況

a) 開催回数とCPDプログラム登録状況
　全体で171回開催されており、その内6支部で年間20件以上の集合研修が開催された。

b) 開催時期
開催時期は、7,8月から増え始め9～12月に集中した。

c) 開催地
　支部の所在地とそれ以外の場所での開催状況についてみると、四国支部(香川県)を除くと75%以上が支部所在地での開催となっていた。

d) 分野別の開催状況
　全体で専門分野が59%、続いて基礎共通分野が18%、周辺技術分野が15%となっていた。

e) 講習形式
　講習会等が56%と半分以上を占めていた。

(2) 平成18年度の集合研修の開催予定
全体で128回計画されていた。
(3) 現地でのイベント等の開催状況
12件の開催報告がありました。
(4) その他要望等
　整備局、自治体の職員研修講師派遣の取り扱いについて、要望が出されました。
　また、CPDカードの運用、CPDプログラムそのものについての講習会開催希望や、登録手続きの説明を求める意見がありました。
　開催地の偏りについての指摘があり、その解決策としてCPDプログラムのWeb配信の要望提案がありました。
(5) RCCM資格取得者の地域分布及び部門別登録数
　登録者の地域分布についてみると、東京都が最も多く3,664名となっていました。部門別登録数についてみると、道路が最も多く5,568名で、続いて河川砂防の3,339名でした。
3. 次年度の活動について

①継続してCPDプログラム開催状況についての、支部宛アンケート調査を実施する。次年度は、調査時期を早めて、会員各位のCPD年間受講計画に役立てていただきます。

②建設系CPD協議会会員の団体が主催するCPDプログラム状況についても調査し、当協会会員へ周知したいと考えております。
（CPD情報収集・調整専門委員会

委員長　佐藤　五郎）
